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式年遷宮御用材伐採式（H17）会場で、三ツ緒伐りについて聞く子どもたち（東濃署）
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［
企
画
調
整
課
］
七
月
三
十
一
日
、
中
部
森
林

管
理
局
に
お
い
て
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
、
国
有
林
の
役
割
を
は
じ
め
、
森
林
管
理
局

の
仕
事
や
、
森
林
・
林
業
・
自
然
の
大
切
さ
等

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
夏
休

み
！
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
デ
ー
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
年
で
二
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
近
隣
の
小
学
生
を
中
心
に
昨
年
を
超
え
る

六
一
七
名
の
方
が
来
局
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
昨
年
も
実
施
し
た
「
丸
太
切
り
に

挑
戦
だ
～
」、「
マ
イ
箸
づ
く
り
」、「
森
の
素
材

で
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
」、「
金
属
探
知
機
で

宝
さ
が
し
！
」
に
加
え
、
新
た
に
「
ジ
ェ
ッ
ト

シ
ュ
ー
タ
ー
で
山
火
事
を
消
し
て
！
」、
庁
舎

内
を
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
す
る
「
森
林
管
理
局

ク
エ
ス
ト
」
を
企
画
し
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
丸
太
切
り
」、「
木
工
ク
ラ
フ
ト
」
や
「
マ

イ
箸
」
づ
く
り
は
不
動
の
人
気
を
博
し
、
皆

さ
ん
熱
心
に
製
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

「
金
属
探
知
機
に
よ
る
宝
さ
が
し
」
は
、
箱
の

中
に
隠
れ
た
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
探
知
機
で
探
す
イ

ベ
ン
ト
で
す
が
、
機
器
の
感
知
能
力
に
感
嘆
の

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

山
火
事
消
火
用
の
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
炎
に
模
し
た
的
当
て
を
行

い
、
的
が
倒
れ
る
と
喜
び
の
声
を
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　
「
森
林
管
理
局
ク
エ
ス
ト
」
で
は
、
担
当
者

が
ル
ー
ル
を
説
明
す
る
と
、
皆
、
真
剣
な
眼
差

し
で
聞
き
入
り
、
ル
ー
ル
ど
お
り
、
ス
タ
ン
プ

と
森
林
・
林
業
の
問
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
が
書
か

れ
た
カ
ー
ド
を
集
め
、
カ
ー
ド
を
手
掛
か
り
に

イ
ベ
ン
ト
最
後
の
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
昨
年
も
幼
児
な
ど
に
好
評
で
あ
っ
た

「
ヒ
ノ
キ
玉
プ
ー
ル
」
に
加
え
て
「
カ
ン
ナ
屑

プ
ー
ル
」、「
ア
ー
ス
ブ
ロ
ッ
ク
（
カ
ラ
マ
ツ
繊

維
を
使
用
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
）
」
の
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
、
常
時
大
人
気
で
し
た
。

　

中
庭
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
木
や
囲
い
ワ

ナ
を
展
示
し
、
子
ど
も
た
ち
は
本
物
そ
っ
く
り

の
シ
カ
の
デ
コ
イ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
く
じ
引
き
に
よ
る
参
加
者
限
定

の
ベ
ビ
ー
イ
ス
の
製
作
も
あ
り
、「
運
と
実
力
」

を
試
す
楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
去
年
も
楽
し
か
っ
た
け

ど
、
今
年
も
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。」、「
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
、
来
年
も
開
催
し
て
く
だ

さ
い
。」、「
森
林
管
理
局
が
ど
の
よ
う
な
組
織

で
ど
の
よ
う
に
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
か
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。
参
加
し
て
満
足
で
す
。」
等

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
国
有
林
は
も
と
よ
り
、

山
の
楽
し
さ
・
森
林
の
大
切
さ
・
木
の
良
さ
等

を
Ｐ
Ｒ
で
き
た
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。

　

今
年
は
、
国
民
の
祝
日
「
山
の
日
」
と
「
信

州
山
の
日
」
制
定
記
念
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
開
催
し
、
長
野
県
・
日
本
郵
便
（
株
）
信
越

支
社
・
酒
井
産
業
（
株
）
様
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
七
月
二
十
八
日
、
岐
阜
県

庁
に
お
い
て
、
平
成
二
十
六
年
度
岐
阜
県
・
愛

知
県
林
政
連
絡
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
中
部
森
林
管
理
局
山
元
次
長
及
び
岐

阜
県
林
政
部
高
井
次
長
、
愛
知
県
園
原
森
林
保

全
課
長
か
ら
、
開
催
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
が
あ

り
、
そ
の
後
、
中
部
局
、
岐
阜
県
及
び
愛
知
県

か
ら
今
年
度
の
事
業
概
要
等
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
有
林
か
ら
は
、
主
伐
・
再
造
林
、

植
栽
計
画
、
木
材
の
生
産
販
売
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

被
害
対
策
、
温
帯
性
針
葉
樹
林
の
保
存
・
復
元

に
向
け
た
取
組
、
森
林
共
同
施
業
団
地
等
に
つ

い
て
、
岐
阜
県
か
ら
は
、
合
板
工
場
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
及
び
大
型
製
材
工
場
の
整

備
、
林
業
事
業
体
育
成
等
に
つ
い
て
、
愛
知
県

か
ら
は
、
森
林
環
境
税
の
取
組
、
林
業
事
業
体

育
成
、
愛
知
県
に
お
け
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

に
関
す
る
情
報
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

局内でのイベントの様子

囲いワナ付近でカードを見つけた子どもたち

挨拶を行う山元次長

夏
休
み
！

　
　子
ど
も
ふ
れ
あ
い
デ
ー

夏
休
み
！

　
　子
ど
も
ふ
れ
あ
い
デ
ー

平
成
二
十
六
年
度

岐
阜
県
・
愛
知
県
林
政
連
絡
会
議

国
と
県
が
更
に
連
携
を
密
に
！
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平
成
二
十
三
年
か
ら
始
ま
っ
た
当
連
絡
会
議

で
す
が
、
各
種
事
業
等
の
連
携
も
相
ま
っ
て
年

を
追
う
毎
に
国
と
県
の
距
離
感
は
確
実
に
近
く

な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も

更
に
連
携
を
密
に
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
八
月
六
日
、
飛
騨
森
林
管

理
署
管
内
の
高
山
市
マ
ツ
谷
国
有
林
外
に
お
い

て
、
愛
知
県
木
材
組
合
連
合
会
、
愛
知
県
建
築

士
会
及
び
中
部
地
方
整
備
局
の
方
々
を
対
象
と

し
て
、
国
有
林
現
場
視
察
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
視
察
会
は
、「
愛
知
県
は
木
材
の
流

通
・
加
工
の
一
大
拠
点
に
も
関
わ
ら
ず
、
木
材

関
係
者
は
実
際
の
山
の
状
況
や
現
場
を
知
ら
な

い
人
も
多
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
。」
と
の
木
材

組
合
関
係
者
の
声
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
昨
年

度
、
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
管
内
の
段
戸
国
有

林
で
初
め
て
開
催
し
、
今
回
が
二
回
目
と
な
り

ま
す
。

　

今
回
は
、
木
材
の
流
通
・
加
工
を
担
う
木
材

組
合
の
会
員
三
五
名
の
外
、
木
材
利
用
促
進
の

面
か
ら
は
実
際
に
建
物
の
設
計
・
施
工
を
担
当

す
る
方
々
の
理
解
と
協
力
が
必
要
と
の
観
点
か

ら
、
愛
知
県
内
で
設
計
・
施
工
を
行
う
愛
知
建

築
士
会
、
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
の
皆

様
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
岐
阜
森
林
管
理
署

や
名
古
屋
事
務
所
職
員
を
含
め
六
八
名
の
参
加

を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
時
折
雨
が
降
る
天
候
で
し
た

が
、
田
尻
飛
騨
署
長
や
署
担
当
者
か
ら
チ
ェ
ン

ソ
ー
・
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
・

フ
ォ
ワ
ー
ダ
に
よ
る
伐
木
・
集
造
材
シ
ス
テ
ム

の
作
業
状
況
や
低
コ
ス
ト
・
高
効
率
作
業
へ

の
取
組
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
普
段
な
じ
み
の
無
い
チ
ェ
ン

ソ
ー
に
よ
る
立
木
の
伐
採
、
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ

に
よ
る
集
材
、
プ
ロ
セ
ッ
サ
に
よ
る
造
材
な
ど

を
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

撮
影
し
な
が
ら
興
味
深
く
視
察
し
、
一
つ
の
作

業
が
終
わ
る
と
拍
手
も
起
こ
る
な
ど
、
進
化
し

た
機
械
化
林
業
に
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
こ
の
機
械
は
い
く
ら
す

る
の
か
。」、「
傾
斜
何
度
ま
で
登
坂
で
き
る
の

か
。」、「
一
日
の
作
業
時
間
は
。」、「
伐
採
は
全

て
チ
ェ
ン
ソ
ー
か
。
一
日
何
本
位
伐
る
の
か
。」

等
の
質
問
の
ほ
か
、
建
築
士
の
方
や
中
部
整
備

局
の
方
々
か
ら
は
「
木
材
利
用
に
つ
い
て
相
談

し
た
り
、
智
恵
を
借
り
た
い
。」、「
木
材
利
用

の
関
係
で
緊
密
に
連
携
し
て
い
き
た
い
。」
な

ど
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
中
間
土
場
の
活
用
の
状
況
、

オ
ー
ク
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
は
加
工
か
ら
建
築
ま
で

国
産
材
を
使
っ
た
手
作
り
・
こ
だ
わ
り
の
住
宅

建
設
や
木
工
家
具
作
り
な
ど
、
生
産
か
ら
消
費

ま
で
の
一
連
の
工
程
に
つ
い
て
見
学
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
国
有
林
や

実
際
の
森
林
・
林
業
に
つ
い
て
は
馴
染
み
が
な

い
こ
と
か
ら
、
国
有
林
の
概
要
、
公
共
建
築
物

等
木
材
利
用
促
進
法
、
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
、

山
の
日
制
定
記
念
分
収
造
林
な
ど
に
つ
い
て
も

説
明
し
た
り
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
な
ど
も
交
え
な

が
ら
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
い
い
も
の
を
見
せ
て
も

ら
っ
た
。」、「
ま
た
、
こ
う
し
た
機
会
を
作
っ

て
欲
し
い
。」、「
も
っ
と
、
川
上
の
こ
と
を
教

え
て
欲
し
い
。」
な
ど
、
川
上
へ
の
関
心
の
強

さ
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
木
材
の
一
大
集
積
地
・
消
費
地
に
あ

る
名
古
屋
事
務
所
と
し
て
、
多
く
の
川
下
の

方
々
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
川
下
と
川
上
の

連
携
強
化
を
図
り
、
木
材
の
利
用
促
進
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

会議の様子

伐木・造材等の作業現場の様子

山土場で説明を聞く皆さん

建
築
士
会
等
と
国
有
林
現
場
視
察
会

木
材
利
用
促
進
と
川
下
・
川
上
の
連
携
強
化

木
材
利
用
促
進
と
川
下
・
川
上
の
連
携
強
化
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［
中
信
署
］
日
本
有
数
の
山
岳
景
勝
地
で
あ
る

上
高
地
、
現
在
こ
こ
を
訪
れ
る
多
く
の
観
光
客

は
Ｊ
Ｒ
松
本
駅
か
ら
バ
ス
に
乗
り
換
え
て
梓
川

沿
い
に
国
道
一
五
八
号
線
で
島
（々
し
ま
し
ま
）

～
沢
渡
（
さ
わ
ん
ど
）～
中
ノ
湯
と
進
み
、
釜

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
上
高
地
へ
入
り
ま
す
。
他

に
も
、
い
く
つ
か
の
登
山
道
が
北
ア
ル
プ
ス
を

越
え
て
上
高
地
へ
至
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も

最
も
古
く
か
ら
上
高
地
へ
続
く
登
山
道
が
島
々

谷
か
ら
徳
本
峠
（
と
く
ご
う
と
う
げ
）
を
越
え

て
上
高
地
に
至
る
二
〇
㌔
㍍
に
及
ぶ
信
濃
路
自

然
歩
道
で
す
。

　

以
前
、
風
景
紀
行
九
十
［
古
道
島
々
明
神

線
］
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
島
々
～
島
々
谷

～
岩
魚
留
（
い
わ
な
ど
め
）～
徳
本
峠
へ
と
続

き
白
沢
沿
い
に
上
高
地
の
明
神
池
付
近
へ
至
る

こ
の
道
は
、
江
戸
時
代
に
は
松
本
藩
の
御
用
杣

（
ご
よ
う
そ
ま
）
に
よ
っ
て
上
高
地
内
の
ヒ
ノ

キ
・
サ
ワ
ラ
な
ど
を
伐
採
搬
出
す
る
た
め
頻
繁

に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
近
代
以

降
に
な
る
と
日
本
近
代
登
山
の
祖
と
し
て
知
ら

れ
る
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
Ｗ
・
ウ
ェ
ス
ト
ン

や
小
説
家
の
芥
川
龍
之
介
な
ど
が
こ
の
道
か
ら

上
高
地
へ
入
っ
た
と
し
て
多
く
の
人
に
知
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
趣
の
あ

る
古
道
と
し
て
山
岳
愛
好
家
や
地
元
小
学
生
の

登
山
行
事
に
利
用
さ
れ
る
な
ど
多
く
の
人
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
信
濃
路
自
然
歩
道
を
島
々
側
か

ら
歩
い
て
一
時
間
三
十
分
ほ
ど
す
る
と
、「
あ

が
り
こ
サ
ワ
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
奇
怪
な
樹
形
の

サ
ワ
ラ
が
ひ
と
き
わ
目
に
つ
き
ま
す
。「
あ
が

り
こ
」
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
東
北
地
方
の

方
言
で
、
地
上
二
～
三
㍍
付
近
で
多
く
の
枝
を

分
岐
さ
せ
た
ブ
ナ
の
樹
型
を
指
し
、
新
潟
県
北

部
か
ら
山
形
県
に
か
け
て
の
ブ
ナ
二
次
林
に
見

ら
れ
ま
す
。
薪
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
ま
だ

雪
の
残
る
時
期
に
伐
採
し
、
そ
こ
か
ら
萌
芽
し

た
幹
を
繰
り
返
し
伐
る
こ
と
で
形
成
さ
れ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
信
森
林
管
理
署
管
内
で

は
、
松
川
村
の
馬
羅
尾
（
ば
ら
お
）
国
有
林
内

に
あ
が
り
こ
サ
ワ
ラ
の
群
落
が
あ
り
、「
安
曇

野
ま
つ
か
わ
馬
羅
尾
高
原
郷
土
の
森
」
と
し
て

保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。
馬
羅
尾
国
有
林
の
あ
が

り
こ
サ
ワ
ラ
群
落
に
は
現
在
一
一
三
本
の
サ
ワ

ラ
が
あ
り
、
八
〇
～
一
〇
〇
年
前
に
伐
採
施
業

の
利
用
ピ
ー
ク
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
信
濃
路
自
然
歩
道
の
あ
が
り
こ
サ
ワ
ラ

は
本
数
も
少
な
く
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
現

在
の
よ
う
な
か
た
ち
が
形
成
さ
れ
た
の
か
は
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

中
信
署
で
は
、
こ
の
あ
が
り
こ
サ
ワ
ラ
を
多

く
の
登
山
客
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
平
成

二
十
六
年
六
月
に
説
明
看
板
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

時
代
ご
と
に
そ
の
用
途
を
変
え
て
き
た
信
濃

路
自
然
歩
道
は
、
今
な
お
上
高
地
へ
至
る
古
道

と
し
て
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

あ
が
り
こ
サ
ワ
ラ
が
つ
く
る
林
内
の
様
相
は
、

こ
の
道
を
歩
く
人
に
古
く
か
ら
続
く
上
高
地
の

森
林
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。

 

［
飛
騨
署
］
七
月
二
十
四
日
、
一
般
社
団
法
人

名
古
屋
林
業
土
木
協
会
荘
川
支
部
の
会
員
九
名

が
、
飛
騨
白
山
白
川
郷
自
然
休
養
林
に
お
い
て

施
設
整
備
の
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

活
動
は
、
同
協
会
荘
川
支
部
の
社
会
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
平
成
二
十
年
か
ら
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
今
回
で
七
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
に
は
、
自
然
休
養
林
保
護
管

理
協
議
会
と
同
協
会
の
間
で
、
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
・
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
に
基
づ
い
て
『
白
山
白

川
自
然
休
養
林
「
白
水
の
森
」
整
備
等
に
関
す

る
支
援
協
定
書
』
が
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
自
然
休
養
林
に
つ
い
て
は
、
地
域

か
ら
の
「
地
元
に
密
着
し
愛
さ
れ
る
名
称
に
変

更
を
」
と
の
要
望
を
受
け
、
本
年
四
月
に
「
白

山
白
川
」
か
ら
「
飛
騨
白
山
白
川
郷
」
に
改
め

た
と
こ
ろ
で
す
。

「飛騨白山白川郷自然休養林」　標柱建込み作業

「
飛
騨
白
山
白
川
郷
自
然
休
養
林
」
で

�

施
設
整
備
の
支
援
活
動

上高地へ続く登山道と「あがりこサワラ」の説明看板

奇怪な樹形の「あがりこサワラ」

上
高
地
「
あ
が
り
こ
サ
ワ
ラ
」

�

説
明
看
板
設
置�

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り
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今
回
の
施
設
整
備
は
、
例
年
実
施
し
て
い
る

遊
歩
道
・
駐
車
場
の
草
刈
り
、
遊
歩
道
周
辺
の

枯
損
木
処
理
、
危
険
区
域
へ
の
立
入
禁
止
措
置

（
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
プ
張
り
）
に
加
え
、
木
製
標

柱
の
建
込
み
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

自
然
休
養
林
の
活
性
化
に
取
り
組
み
た
い
と

す
る
地
元
の
活
動
の
気
運
の
高
ま
り
を
受
け
、

飛
騨
署
と
し
て
、
新
た
な
名
称
に
よ
る
施
設
の

整
備
を
図
る
た
め
、
木
製
標
柱
（
太
さ
四
〇
㌢

㍍
、
長
さ
四
㍍
）
三
本
を
準
備
し
ま
し
た
。
こ

の
標
柱
の
建
込
み
を
、
同
協
会
荘
川
支
部
の

方
々
に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
時
々
激
し
い
雨
に
見
舞
わ
れ
る
生

憎
の
天
気
と
な
り
ま
し
た
が
、
草
刈
り
で
は
、

お
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
安
全
に
作
業
を
進
め

ま
し
た
。
木
製
標
柱
の
建
込
み
に
つ
い
て
は
、

ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン
や
ミ
ニ
バ
ッ
ク
ホ
ー
な
ど

を
使
っ
て
手
際
よ
く
進
め
、
予
定
し
た
作
業
を

全
て
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

夏
休
み
に
入
り
、
自
然
休
養
林
は
キ
ャ
ン
プ

や
登
山
を
楽
し
む
方
々
で
賑
わ
い
ま
す
。
地
元

の
支
援
活
動
に
よ
っ
て
自
然
環
境
の
保
全
や
安

全
で
快
適
な
利
用
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
自

然
休
養
林
の
活
性
化
に
向
け
て
関
係
者
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
み
た
い
と
い
う
地
元
の
熱
意

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

 
［
東
濃
署
］
七
月
二
十
六
日
、
女
城
主
の
里
と

し
て
名
高
い
恵
那
市
岩
村
町
に
あ
る
「
岩
村
城

跡
」
の
清
掃
作
業
が
行
わ
れ
、
地
域
の
各
種
団

体
（
商
工
会
岩
村
支
部
、
消
防
団
岩
村
分
団

等
）、
岩
邑
中
学
校
と
恵
那
特
別
支
援
学
校
高

等
部
の
生
徒
、
市
職
員
な
ど
約
二
五
〇
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域
の
方
々
が
毎
年

行
っ
て
い
る
行
事
で
、
今
年
は
岩
村
森
林
官
か

ら
の
呼
び
か
け
で
、
東
濃
署
か
ら
も
署
職
員
、

治
山
事
業
所
主
任
、
森
林
官
、
森
林
技
術
員
が

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

壮
大
な
石
垣
を
誇
る
「
岩
村
城
跡
」
は
、
標

高
七
一
七
㍍
の
城
山
の
山
頂
一
帯
に
大
規
模
な

城
郭
を
構
え
、
日
本
三
大
山
城
（
他
に
備
中
松

山
城
、
大
和
高
取
城
）
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
八
年
に
は
、
戦
国
の

山
城
遺
構
が
よ
く
の
こ
る
優
れ
た
城
跡
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
岐
阜
県
か
ら
岐
阜
城
と
並
ん
で

「
日
本
一
〇
〇
名
城
」
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

城
跡
を
囲
む
よ
う
に
所
在
す
る
岩
村
国
有
林

は
市
街
地
か
ら
の
眺
望
も
良
く
、
平
成
五
年
に

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
貴
重
な
自
然
環
境
、

優
れ
た
森
林
を
ま
も
り
、
併
せ
て
地
域
の
振
興

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
い
わ
む
ら
郷

土
の
森
」（
四
七
・八
六
㌶
）
を
設
定
し
、
そ
の

保
全
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
へ
向
け
気
持
ち
よ
く
お

客
様
を
お
迎
え
す
る
た
め
、
三
十
五
度
を
超
え

る
猛
暑
の
中
で
草
刈
り
な
ど
が
行
わ
れ
、
熱

中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
浴
び
る
よ
う
に
水
分
補

給
を
取
り
な
が
ら
の
と
て
も
大
変
な
作
業
で
し

た
。

　

作
業
終
了
後
は
、
市
職
員
が
講
師
と
な
っ
て

「
お
城
に
つ
い
て
の
ミ
ニ
勉
強
会
」
が
開
催
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
貴
重
な
財
産
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
郷
土
の
森
を
管
理
し
て
い

る
東
濃
森
林
管
理
署
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
、

国
有
林
の
役
割
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
行
事
終
了
後
、「
い
わ
む
ら
郷
土
の

森
」
連
絡
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
と
現
地
で
の
意

見
交
換
を
行
い
、「
大
変
な
作
業
に
参
加
い
た

だ
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
元

と
共
同
し
て
、
地
域
が
大
切
に
し
て
い
る
自
然

環
境
な
ど
の
保
全
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

 

［
木
曽
署
］
木
曽
町
で
は
、
平
成
二
十
二
年
に

旧
森
林
技
術
第
一
セ
ン
タ
ー
庁
舎
及
び
敷
地
を

中
部
森
林
管
理
局
か
ら
買
い
受
け
、
昭
和
二
年

当
時
の
状
態
に
復
元
す
る
工
事
を
進
め
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
度
、
工
事
が
終
了
し
、
七
月

十
九
日
に
復
元
さ
れ
た
旧
庁
舎
の
開
館
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

「
岩
村
城
跡
」
の
清
掃
作
業

旧
帝
室
林
野
局
木
曾
支
庁
を

�

復
元
・
公
開

作業に参加された皆さん（前列中央 田尻署長）

清掃作業の様子

挨拶を行う間島署長


